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第
４
回
定
例
会
の
経
過

〔
12
月
〕

４
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、討
論
、採
決
（
条

例
・
補
正
予
算
）

５
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

６
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

７
〜
８
日　

休
会

９
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

10
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
１
議
員
）

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・
質
疑
、
討
論
、
採
決

11
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

12
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

決
算
特
別
委
員
長
報
告

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、討
論
、採
決
（
意

見
書
、（
議
員
提
出
議

案
））

市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

条　
　

例

　

平
成
25
年
第
４
回
行
方
市
議
会
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
案
な
ど
16
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、

10
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
平
成
24
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
、
議
員
提
出
の
意
見
書
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
部
を
改
正

■ 

行
方
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
医
療

福
祉
費
支
給
の
対
象
を
中
学
校
卒

業
ま
で
拡
充
し
、
こ
れ
に
対
す
る

所
得
に
よ
る
支
給
制
限
を
撤
廃
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

■ 

行
方
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

麻
生
公
民
館
の
１
階
に
新
た
に

第
一
会
議
室
を
設
け
、
使
用
料
の

額
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

■ 

行
方
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消

費
税
率
の
変
更
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
な
い
ま
し
た
。

■ 

行
方
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消

費
税
率
の
変
更
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
な
い
ま
し
た
。

条例改正によりマルフクは
中学３年生まで支給拡大
～ 平成26年４月から実施 ～

医療福祉費支給制度（マル福）について
　小児・妊産婦・ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）・重度心身障害者な
どの医療福祉受給対象者が、必要とする医療を容易に受けられるよう、医
療保険で病院などにかかった場合の一部負担金相当額を公費で助成し、医
療費の負担を軽減する制度です。
　市町村によって対象となる年齢などの要件が異なります。

　これまで、行方市では小学校６年生までが対象でしたが、住民の福祉サー
ビス向上のため、中学校卒業までに拡充しました。

第４回定例会
12 月４日～ 12 月 12 日
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■
工
事
請
負
変
更
契
約

　
　
　
　
（
工
期
の
変
更
）

玉
造
統
合
小
学
校
新
築
工
事

相
手
方

： 
鈴
木
良
・
髙
橋
・
根
崎

特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

 

変
更
前

： 
平
成
26
年
１
月
15
日

 

変
更
後

： 
平
成
26
年
３
月
10
日

　
　

※
工
期
の
み
の
変
更

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

■ 

高
須
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
、
高
須

崎
公
園
、
高
須
崎
公
園
体
験
農

場

　

こ
れ
ら
３
施
設
の
指
定
期
間

が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
で
終
了

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
定
管

理
者
の
指
定
を
決
定
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者

　

行
方
市
玉
造
甲
１
２
３
４
番
地

　
　

財
団
法
人
行
方
市
開
発
公
社

　
　

理
事
長　

鈴
木
周
也

指
定
期
間

　
　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
31
年
３
月
31
日　

指
定
管
理
者
の
指
定

■ 

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ

い
て

　

北
浦
地
区
統
合
小
学
校
の
建
設

に
伴
い
、
予
定
地
周
辺
の
１
路
線

を
廃
止
、４
路
線
を
認
定
し
ま
た
。

そ　

の　

他

第４回定例会で補正された平成25年度予算
会　　計　　別 内　　　　　　容

一　 般　 会　 計
3億6,089万 9,000円の増額
　　　県単農道整備事業・瓦礫処分委託料（台風 26号）・財政調整基金積立など

特

別

会

計

国民健康保険 △164万 8,000円の減額　　　職員給与費　など

介 護 保 険 2,361万円の増額　　　職員給与費・高額介護サービス費負担金　など

農 業 集 落
排 水 事 業

58万9,000円の増額　　　職員給与費　など

特定環境保全
公共下水道事業

△26万円の減額　　　職員給与費　など

流域関連公共
下 水 道 事 業

4万5,000円の増額　　　職員給与費　など

戸 別 浄 化 槽
整 備 事 業

△4万7,000円の減額　　　職員給与費　など

水 道 事 業 241万 9,000円の増額　　　職員給与費・給配水施設修繕費　など
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決算特別委員会

第１分科会・・・ 議会事務局・市長公室・総務部・会計課・保健福祉部
　　　　　　　　教育委員会を審査
第２分科会・・・経済部・建設部・水道課・農業委員会を審査

平成24 年度
決 算 審 査

検証しました !!

歳　　入 歳　　出 差引残額

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 198億3,344万1,964円 185億9,274万1,661円 12億4,070万303円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 52億794万1,937円 51億5,040万7,584円 5,753万4,353円

保

険

介

護

保 健 事 業 勘 定 31億6,231万6,220円 30億8,099万1,297円 8132万4,923円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 920万1,794円 825万6,106円 94万5,688円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億9,818万531円 2億9,697万9,331円 120万1,200円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1億7,008万9,969円 1億5,784万2,314円 1,224万7,655円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 3億8,813万7,337円 3億7,067万6,391円 1,746万946円

流域関連公共下水道事業特別会計 3億3,991万7,096円 3億2,794万5,286円 1,197万1,810円

戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計 6,507万1,985円 6,232万7,533円 274万4,452円

水 道 事 業 会 計
収 益 的 7億8,876万3,585円 7億2,937万3,772円 5,938万9,813円

資 本 的 2,047万6,050円 4億338万3,384円 △3億8,290万7,334円

合　　　計 302億8,353万8,468円 291億8,092万4,659円 11億261万3,809円

平成24年度一般会計・特別会計・企業会計の決算状況

総務・企画・防災

まちづくり事業に関する補助金の費用対効果について

基礎データの収集や職員の意識向上、行方市のアピールに繋がっている。

婚活対策支援事業について

今後は係の設置・予算増も含め積極的な事業を実施していきたい。

北浦複合団地のメガソーラー計画について

４事業者が４区画で計画し、事業全体の面積 34.8 ヘクタールを予定。

消防施設管理事業について

消防用ホースは１本 26,000 円、年間 380 本を更新している。

軽自動車税の不能欠損について

241 件、1,034,200 円を不能欠損として処理した。

麻生第２庁舎の建て替えについて

国の費用で全面改修が可能であり、解体して建て替えを行なった。

　

10
月
定
例
会
で
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
平
成
24

年
度
の
決
算
認
定
案
は
、
10
月
28
〜
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
分
科
会
・
第
２
分
科
会

で
詳
細
な
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
月
10
日
に
決
算
特
別
委
員
会
か
ら

審
査
報
告
が
提
出
さ
れ
、
12
日
の
本
会
議
で
委
員
会
で
の
審
査
経
過
及
び
結
果
が
報
告

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
９
会
計
す
べ
て
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答
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保健・福祉

ボランティアセンタ－の業務委託について

業務は社会福祉協議会に委託。ボランティアの
登録件数は、個人が 128 名、団体では 41 団体（会
員数 760 名）となっている。

地域自殺対策緊急強化事業について

パンフレットの配布、研修会や自殺対策につい
ての講演会を実施した。

一人暮らしの高齢者の状況と支援について

民生委員からの情報により状況を把握してお
り、一人暮らしの高齢者は 420 名。
災害時の支援のため、要援護者台帳を整備し、
地元区長・消防団などと情報共有している。

介護保険料について

平成 24 年度から保険料が８段階に変更された。
基準の４段階を更に２つに分け、低所得者の負
担軽減を図っている。収納率は 98.86%。
今後は高齢化が進むため、総費用は拡大してい
くが、適正な保険料について議論し、改定して
いきたい。

学校統合とプールの設置について

玉造地区統合小学校の工事監理委託について

学校のテレビ処分委託料について

埋蔵文化財調査の費用について

埋蔵文化財の照会があった場合、回答するのが
自治体の義務だが、現時点で市内全域の調査が
終了していないため、未調査の区域は文化財の
有無についての調査を市の費用で行なってい
る。
結果として文化財が有ると確認された場合、そ
の後の本調査は原因者の負担になる ｡

地上デジタル化により、幼稚園・小学校・中学
校で 185 台の処分を委託した。

工事管理費は、国の基準に基づき一級建築士と
２年の契約をしている。契約額は 2,898 万円と
なっている ｡

プールについては、学校毎の設置を見合わせ、
社会体育施設として旧町３地区に１ヶ所程度整
備する考えで進めている。

道路改良の公有財産購入費の不用額について

下水道等の加入率について

水道のメーター交換について

水道料金の未納額について

平成 19 ～ 24 年度までの滞納額は 6,724 万円。
対策として料金を３ヶ月以上滞納した場合、条
例で給水停止措置が可能であり、平成 25 年度
に事前予告のうえ給水停止を行なった。

国が定める計量法により、交換年数が８年と決
まっているため、指定工事店を通して交換年数
以前に発注している。

平成 25 年３月末の加入率は、特定環境保全公
共下水道 52.88％、流域関連公共下水道 57.78％、
農業集落排水 100％、北部地区農業集落排水
14.90％となっている。

用地取得の際、交渉を重ねた地権者から協力を
得られなかった部分であり、引き続き交渉して
行く。

浄化槽設置と撤去の補助事業ついて

ゴミ集積所の設置補助について

子どもの森づくり推進事業について

労働行政推進事業の成果について

無料職業紹介所の実績は、平成 24 年度の求職
者登録数 118 人、事業者への紹介 70 人、就業
者数 44 人となっている。

　※ 仕事が市内にないため転出する住民も少なく
ない。雇用にかかる事業の必要性は大きい

県からの補助を受け、麻生小学校で森林環境学
習を実施し、桜の植樹や木製ベンチの設置を行
なった。

集積所を設置及び補助する場合、１地区に対し
て４万円を補助している。

高度処理浄化槽は、麻生地区 14 基、玉造地区
12 基の設置。
単独浄化槽については７基の撤去。

教　育

建設・上下水道

答

問

環境・農林水産・商工

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答
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議
員
提
出
の
議
案

　

■ 

台
風
26
号
被
害
復
旧
及
び
防
災
対
策

へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書(

案)

　

提
出
者　

 

行
方
市
台
風
26
号
災
害
対
策
調
査

特
別
委
員
長   

椎
名
政
利

　

現
在
、
行
方
市
で
は
台
風
26
号
の
被
災
者

に
対
し
て
も
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
適

用
を
受
け
関
係
機
関
連
携
の
下
、
被
災
者
へ

の
支
援
、
復
旧
等
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
被
災
地
の
復
旧
及
び
被
災
者
の

生
活
再
建
に
は
、
行
方
市
の
み
の
対
応
だ
け

で
は
な
く
国
・
県
に
よ
る
強
力
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
茨
城
県
に
お
か
れ
て
も
、
被

災
者
に
対
す
る
支
援
、
災
害
の
早
期
復
旧
及

び
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
、
国
へ
の
要
望
を
は
じ
め
必

要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
　

１ 

．
被
災
し
た
道
路
、
河
川
等
の
公
共

土
木
施
設
、
農
地
や
農
業
施
設
、
学

校
等
の
公
共
施
設
の
災
害
復
旧
に
対

し
て
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

意　

見　

書

　
　

２ 

．
一
級
河
川
及
び
急
傾
斜
地
等
の
災

害
防
止
に
必
要
な
抜
本
的
改
修
を
早

期
に
強
力
に
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、

市
管
理
河
川
に
お
い
て
も
、
浸
水
被

害
解
消
の
た
め
、
抜
本
的
な
河
川
改

修
が
可
能
と
な
る
よ
う
特
段
の
財
政

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　

３ 

．
住
宅
被
害
を
受
け
た
被
災
者
が
、

元
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
必
要

な
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
十
分

な
財
政
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

迅
速
且
つ
柔
軟
な
運
用
を
行
う
こ

と
。

　
　

４ 

．
茨
城
県
の
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
サ
ツ
マ
イ
モ
・
イ
チ
ゴ
等

を
は
じ
め
、
農
林
水
産
業
や
畜
産
業

で
被
害
を
受
け
た
生
産
者
に
対
し
て

十
分
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　

５ 

．
今
回
の
台
風
26
号
に
伴
う
被
害
に

つ
い
て
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
対

し
て
、
特
別
交
付
税
を
は
じ
め
と
す

る
特
段
の
財
政
支
援
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
、
国
へ
の
強
力
な
要
望
を
講
じ

る
こ
と
。

 
＜

前
文
は
一
部
を
抜
粋＞

可
決
し
た
意
見
書
は
、
茨
城
県

知
事
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問質般一
　第４回定例会の一般質問は12月６日・９日・
10日の３日間で行われ、７名の議員により熱
い議論が展開されました。７ページ～13ペー
ジに一部を要約して掲載しています

質問者 主　　な　　質　　問　　の　　内　　容　

栗原　　繁
（1）公園施設等の運営・維持管理について （2）社会保障と税に関わる番号制度への対応について
（3）閉校後・閉校予定学校施設の利活用について

平野　　和 （1）行方市の環境保全の取り組みについて （2）財政の健全化に向けた取り組みについて

宮内　　正 （1）大和第三小学校跡地利用について （2）定住化促進について

髙橋　正信
（1）市長所信表明について （2）土砂災害及び防災対策について
（3）空き家・廃屋対策について （4）北浦統合小学校について

堀井　達之 （1）防災対策について （2）用途地域指定のあり方について

土子　浩正
（1）環境保全について （2）指定管理者について
（3）企業誘致について

小林　　久 （1）市有地への企業誘致について （2）教育方針について
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現
在
、国
が
進
め
る「
社
会

保
障
と
税
に
か
か
わ
る
番
号
制

度
」へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
複

数
機
関
に
存
在
す
る
個
人
情
報

が
同
じ
人
の
情
報
で
あ
る
と
認

識
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
で
あ

り
、
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
社

会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・

透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ

て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

国
は
、
平
成
28
年
か
ら
運
用

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

行
方
市
と
し
て
も
、
市
民
の

個
人
情
報
保
護
に
十
分
配
慮

し
、
番
号
制
度
の
導
入
へ
向
け

栗原　　繁 議員

　
　

公
園
施
設
等
の
運
営
及
び

維
持
・
管
理
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

市
長

　

公
園
施
設
の
維
持
管
理
は
、

職
員
に
よ
る
巡
回
や
除
草
、
清

掃
等
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
地
元

業
者
及
び
地
元
区
な
ど
に
管
理

を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
須
崎
公
園
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
財
団
法
人
行
方
市
開
発

公
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
園
の
統
合
や
改
廃

に
つ
い
て
は
、
遊
具
の
老
朽
化

が
著
し
い
施
設
も
あ
る
た
め
、

問 公
園
施
設
等
の
運
営
に
つ

い
て

Ｑ  

公
園
施
設
等
の
統
合
・
廃
止
に
つ
い
て

Ａ  

遊
具
の
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
も
あ
る
た
め
、
利
用
状
況
や
地
元

の
意
見
を
勘
案
し
て
検
討
し
ま
す
。

利
用
状
況
や
地
元
の
意
向
を
勘

案
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
　

既
存
の
公
園
を
学
校
跡
地

等
に
併
合
し
て
公
園
利
用
す
る

な
ど
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長

　

現
在
、
統
廃
合
の
関
係
で
小

学
校
跡
地
を
一
部
地
元
の
意
見

で
公
園
と
し
て
利
用
し
た
い
と

い
う
箇
所
が
１
カ
所
あ
り
ま

す
。
地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
そ
の
よ
う
な
形
で
考
え
ま
す
。

答

問

問

答

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

 

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
事

務
の
効
率
化
ま
で
見
越
し
た
事

務
の
洗
い
出
し
な
ど
を
行
い
、

制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
と
効

果
的
な
利
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
継
続

し
て
使
用
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
改
修
が
必
要
に
な
る

場
合
、
市
に
か
か
る
負
担
は
。

　
　

総
務
部
長

　

現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま

ま
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

た
め
、
改
修
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

経
費
の
財
源
は
、
現
在
予
算

に
つ
い
て
総
務
省
が
財
務
省
に

国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
る
よ
う
交

渉
中
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

方
針
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
引
き
続
き
国
の
動
向

に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

問答

　
　

行
方
市
の
情
報
秘
密
保
持

に
関
す
る
対
策
は
十
分
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
つ
い
て

は
、
情
報
の
漏
洩
な
ど
が
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
情
報
保

護
法
や
住
民
基
本
台
帳
法
な
ど

関
連
す
る
法
律
と
比
べ
て
も
罰

則
が
大
変
重
く
、
今
後
は
庁
内

に
検
討
委
員
会
を
設
け
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
に
つ

い
て
も
個
人
情
報
に
十
分
配
慮

し
つ
つ
、
住
民
の
居
住
関
係
の

情
報
の
連
携
を
図
り
、
住
民
に

関
す
る
記
録
を
適
正
に
管
理
を

行
な
い
ま
す
。

　

行
方
市
で
は
、
平
成
17
年
９

月
に
制
定
し
た
行
方
市
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
中

で
個
人
情
報
の
管
理
を
徹
底
さ

せ
、
情
報
遺
漏
を
防
い
で
い

ま
す
。

問答
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平野　　和 議員

　
　

不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長

　

こ
の
問
題
は
、
全
国
の
自
治

体
が
苦
慮
し
、
投
棄
場
所
も
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

行
方
市
で
は
、
県
・
警
察
・
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
、
問
題
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
に
対
し
て
は
不

法
投
棄
へ
の
意
識
向
上
を
考

え
、
看
板
の
設
置
や
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
捨
て
得
は

許
さ
な
い
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
を
方
針
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
　

経
済
部
長

　

行
方
市
に
は
、
茨
城
県
の
指

定
す
る
自
然
環
境
保
全
地
域
と

行
方
市
の
環
境
保
全
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ  

環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ  

看
板
の
設
置
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
捨
て
得
は
許
さ
な

い
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

緑
地
環
境
保
全
地
域
が
あ
り
、

全
体
で
11
地
域
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
自
然
保
護
指
導
員
を
設

置
し
、
地
域
の
環
境
監
視
や
状

態
維
持
に
つ
い
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
監
視
員
や
北
浦

水
質
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
な
ど
が
環

境
保
全
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
児
童
環
境
科
学

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
問
題
に
必
要

な
の
は
、
一
人
一
人
が
ル
ー
ル

を
守
り
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と

に
対
す
る
モ
ラ
ル
を
持
つ
こ
と

で
す
。

　
　

こ
う
言
っ
た
問
題
は
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
更
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。

問答

　
　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長

　

行
方
市
の
歳
出
は
、人
件
費
、

扶
助
費
及
び
公
債
費
な
ど
必
ず

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義

務
的
経
費
が
総
額
の
約
40
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計

画
に
基
づ
き
、
一
定
の
削
減
効

果
が
現
れ
て
い
ま
す
が
、
福
祉

政
策
等
に
係
る
扶
助
費
に
つ
い

て
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
合
併
当
初
か
ら
約
８
億
円

増
加
し
、
一
般
財
源
か
ら
の
支

出
は
約
１
億
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
は
、
財
政
力
指
数
の
低

い
本
市
に
お
い
て
、
経
常
的
な

市
税
の
増
加
は
見
込
め
な
い
状

況
に
あ
り
、
地
方
税
な
ど
の
自

主
財
源
の
確
保
が
必
須
に
な
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
定
住
化
促
進
と
企

業
誘
致
な
ど
が
最
も
必
要
な
重

点
施
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

問答

答

問

 

　
　

総
務
部
長

　

行
方
市
で
は
、
事
務
事
業
の

効
率
化
や
補
助
制
度
の
見
直
し

に
取
り
組
み
、
行
財
政
改
革
を

実
施
す
る
中
で
、
財
政
健
全
化

を
図
る
べ
く
努
力
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
税
収
増
に
つ
な
げ
る

た
め
、
企
業
誘
致
や
各
種
の
定

住
化
政
策
等
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
実
的
な
成
果
を
上
げ

る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
財
政

の
圧
迫
が
さ
れ
る
な
か
、
行
財

政
改
革
に
は
若
い
人
達
の
新
し

い
発
想
が
不
可
欠
だ
と
思
う

が
、
若
い
世
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
も
ら
え
る
機
会
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　

総
務
部
長

　

行
革
の
中
で
も
組
織
風
土
改

革
と
し
て
人
材
育
成
に
努
め
、

職
員
一
人
一
人
が
や
る
気
を

持
っ
て
自
己
啓
発
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
庁
議
等
で
も
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

答問

　
　

経
済
部
長

　

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
法
律
や
条
例
が

制
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
確

か
に
依
然
と
し
て
問
題
解
決
に

至
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

通
し
て
原
因
者
の
特
定
及
び
指

導
に
よ
り
不
法
投
棄
が
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。

答

答
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宮内　　正 議員

　
　

な
め
が
た
し
ろ
は
と

フ
ァ
ー
ム
が
６
次
産
業
の
補
助

対
象
に
な
っ
た
詳
細
に
つ
い
て

説
明
頂
き
た
い
。

　
　

市
長

　

こ
の
法
人
は
地
域
資
源
を
活

か
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
干
し
芋

や
大
学
芋
の
開
発
、
加
工
、
販

売
を
一
貫
し
て
行
え
る
６
次
産

業
化
を
進
め
る
法
人
で
あ
り
、

国
か
ら
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ

６
次
産
業
化
の
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

経
済
部
長

　

株
式
会
社
な
め
が
た
し
ろ
は

と
フ
ァ
ー
ム
は
、
行
方
産
の
サ

ツ
マ
イ
モ
の
生
産
、
加
工
し
て

販
売
を
計
画
し
て
い
る
農
業
生

産
法
人
で
す
。
国
の
６
次
産
業

大
和
第
三
小
学
校
跡
地
利

用
に
つ
い
て

Ｑ  

大
和
第
三
小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

Ａ  

地
域
活
性
化
に
期
待
し
、
継
続
的
な
生
産
・
観
光
・
教
育
交
流
拠

点
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
、
譲
渡
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

化
法
に
基
づ
く
総
合
化
事
業
計

画
を
10
月
31
日
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

法
人
側
か
ら
は
、
地
場
産
品

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
活
用
し
た
新

商
品
、
大
学
芋
、
干
し
芋
等

の
開
発
、
加
工
、
販
売
に
よ

り
、
行
方
地
域
の
知
名
度
の
向

上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
行

方
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
強
化
を
目

指
す
こ
と
を
掲
げ
、
総
工
費
約

24
億
５
，
０
０
０
万
円
の
施
設

整
備
を
進
め
る
と
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
　

大
和
第
三
小
学
校
跡
地
利

用
は
有
償
又
は
無
償
貸
与
と
認

識
し
て
い
た
が
、
８
月
25
日
の

太
田
地
区
説
明
会
で
市
幹
部
よ

り
売
却
の
説
明
が
あ
り
、
突
然

の
こ
と
で
大
変
驚
い
た
。
事
実

関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
頂

き
た
い
。

問答答

　
　

市
長

　

公
共
事
業
に
利
活
用
が
難
し

い
土
地
建
物
は
、
解
体
・
売
却

す
る
予
定
で
す
が
、
解
体
等
の

経
費
を
考
慮
す
る
と
、
現
状
の

ま
ま
譲
渡
す
る
方
法
が
有
効
な

手
段
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
借
権
設
定
に
よ
り

使
用
者
、
借
地
借
家
者
の
権
利

主
張
に
よ
る
負
担
増
等
が
想
定

さ
れ
、
売
却
に
よ
る
所
有
者
負

担
の
維
持
管
理
や
修
繕
、
そ
し

て
固
定
資
産
税
賦
課
に
よ
る
税

収
の
メ
リ
ッ
ト
を
優
先
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　

市
長
公
室
長

　

大
和
第
三
小
学
校
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
６

月
に
開
催
し
た
任
意
の
説
明
会

で
は
工
場
設
置
希
望
事
業
者
の

構
想
段
階
で
は
、
無
償
貸
与
を

考
え
て
い
ま
し
た
。

問

答

　

今
年
に
な
っ
て
国
の
補
助
申

請
を
め
ぐ
り
、
学
校
跡
地
の
利

用
構
想
や
計
画
の
一
部
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

校
舎
や
校
庭
を
最
大
限
に
生
か

し
、
工
場
や
商
業
棟
を
設
置
す

る
事
業
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
も
地
域
活
性
化
を

大
い
に
期
待
し
、
継
続
的
な
生

産
・
観
光
・
教
育
交
流
拠
点
と

し
て
有
効
活
用
を
図
る
た
め

に
、
譲
渡
の
方
針
を
示
し
ま

し
た
。

答

　
　

粗
毛
地
内
の
宅
地
分
譲
の

公
売
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。
応

募
・
売
却
の
件
数
は
。

　
　

市
長

　

粗
毛
地
内
の
市
有
地
を
有
効

活
用
す
る
目
的
で
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
・
空
き
地
登
録
制
度

に
照
会
し
た
人
の
意
見
か
ら
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
学

校
、
病
院
等
に
隣
接
し
た
場
所

定
住
化
促
進
に
つ
い
て

問答

に
土
地
、
住
宅
を
求
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
既
存
の
土
地
に
学
校

跡
地
が
追
加
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
宅
地
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
、
市
有
地
の
分
譲
適
地
を

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

市
長
公
室
長

　

８
月
20
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
募
集
期
間
に
は
、
４
件
の

問
合
せ
だ
け
で
正
式
な
申
し
込

み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
内
在
住
者
に

も
応
募
資
格
を
拡
大
し
、
第
２

期
募
集
を
11
月
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
問
合
せ
が
３
件

あ
り
、
譲
渡
が
１
件
決
定
し
ま

し
た
。

答
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台
風
26
号
に
よ
る
被
害
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

市
長　

　

台
風
26
号
は
、
麻
生
庁
舎
で

３
７
９
ミ
リ
、
北
浦
庁
舎
で

３
８
９
ミ
リ
、
玉
造
庁
舎
で

１
５
２
ミ
リ
と
記
録
的
な
大
雨

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
土
砂
や

浸
水
被
害
以
外
に
６
名
が
負
傷

し
、
22
名
が
避
難
所
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
急
傾
斜
地
対
策
事

業
や
河
川
改
修
事
業
等
の
対
策

が
急
が
れ
ま
す
が
、
災
害
発
生

時
に
は
早
め
に
避
難
所
を
開
設

し
、
市
民
に
自
主
避
難
を
呼
び

か
け
る
な
ど
啓
発
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

土
砂
災
害
及
び
防
災
対
策

に
つ
い
て

Ｑ  

自
主
防
災
組
織
の
方
向
性
に
つ
い
て

Ａ  

行
方
市
の
自
主
防
災
組
織
の
認
定
要
綱
等
を
整
備
し
、
各
区
長
と

協
議
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

要
援
護
者
と
言
わ
れ
る

方
々
を
含
め
た
防
災
訓
練
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　

市
長

　

要
援
護
者
が
避
難
す
る
た
め

に
は
何
ら
か
の
手
段
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
の
点
を
き
ち
ん

と
踏
ま
え
た
訓
練
の
実
施
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
進
展
が

い
ま
だ
に
見
ら
れ
な
い
で
こ
こ

問答

台風 26号による行方市の被害

土砂災害によ
る住宅被害

全壊  4 棟

半壊  47 棟

一部損壊  40 棟

浸水による
住宅被害

床上浸水  46 棟

床下浸水  95 棟

崖崩れ  261 箇所
12 月３日現在

問答

ま
で
来
て
い
る
と
い
う
現
状
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向

性
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

　

行
方
市
の
自
主
防
災
組
織
の

認
定
要
綱
等
を
整
備
し
、
各
区

長
と
協
議
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　

そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織

の
モ
デ
ル
地
区
を
つ
く
っ
て
対

応
す
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ら

れ
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
　

市
長　

　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
モ

デ
ル
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
実
際
に
２
年
半
前
に

地
震
が
起
き
た
と
き
も
、
き
ち

ん
と
対
応
で
き
た
地
域
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
計
画
を
練
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

問

答

　
　

予
算
も
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　

市
長

　

次
年
度
の
予
算
の
中
で
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

問答
　
　

本
市
に
お
け
る
空
き
家
・

廃
屋
の
実
態
調
査
に
よ
る
現
状

把
握
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長

　

平
成
20
年
に
行
わ
れ
た
住
宅

土
地
統
計
で
、
行
方
市
の
総
住

宅
数
は
１
万
１
，
６
０
０
戸
で

そ
の
う
ち
８
．
１
％
に
あ
た
る

９
４
０
戸
が
空
き
家
で
す
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

申
し
込
み
状
況
と
今
後
の
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長
公
室
長

　

現
在
、
空
き
家
は
２
件
、
空

き
地
が
５
件
と
登
録
率
は
極
め

て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
・
廃
屋
対
策
に
つ

い
て

問答問答

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

荒
廃
が
進
む
と
改
修
や
清
掃
等

の
負
担
も
大
き
く
、
生
活
環
境

上
の
課
題
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
利
用
希
望
者
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
の
が
、
所

有
者
や
地
域
に
と
っ
て
も
有
効

な
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
協
議
を

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　

防
災
・
防
犯
ま
た
景
観
の

観
点
か
ら
、
助
言
や
指
導
、
勧

告
、
措
置
命
令
、
公
表
が
で
き

る
空
き
家
条
例
を
制
定
し
て
、

更
な
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
れ
な
い
も

の
か
。

　
　

市
長

　

空
き
家
条
例
を
制
定
す
る
前 

に
、
空
き
家
は
個
人
の
所
有
物 

で
あ
る
た
め
、
そ
の
部
分
が
法

的
に
合
致
す
る
の
か
を
勘
案

し
、
よ
く
研
究
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問答



No.34
行方市 議会だより議会だより11

堀井　達之 議員

　
　

台
風
26
号
の
猛
威
に
よ

り
、
各
所
に
多
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。麻
生
地
区
で
は
富
田
・

田
町
の
周
辺
地
域
に
被
害
が
集

中
し
、
大
雨
の
度
に
被
害
が
出

て
い
る
治
水
や
崖
崩
れ
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

　

治
水
に
つ
い
て
は
河
川
の
整

備
を
進
め
、
崖
崩
れ
に
は
県
と

連
携
し
た
急
傾
斜
地
の
崩
壊
対

策
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

総
務
部
長　

　

即
時
に
水
害･

崖
崩
れ
な
ど

に
備
え
た
対
策
工
事
を
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
普
段
か
ら

各
家
庭
で
水
害
・
土
砂
災
害
へ

備
え
る
よ
う
に
啓
発
し
て
い
き

ま
す
。

治
水
及
び
防
災
対
策
に
つ

い
て

Ｑ  

治
水
及
び
防
災
対
策
に
つ
い
て

Ａ  

河
川
の
整
備
を
進
め
、
県
と
連
携
し
て
急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

建
設
部
長　

　

麻
生
地
区
で
は
、
水
戸
・
鉾

田
佐
原
線
の
排
水
系
統
が
未
熟

な
た
め
、
降
雨
時
は
両
側
に
恒

常
的
な
冠
水
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

合
併
後
に
策
定
し
た
鯉
千
疋

川
流
域
排
水
計
画
で
は
、
粗

毛
集
落
北
側
か
ら
前
川
に
放

流
す
る
ル
ー
ト
は
６
億
８
，

３
０
０
万
円
、
麻
生
小
学
校
の

南
か
ら
霞
ヶ
浦
に
抜
け
る
鯉

千
疋
川
左
岸
の
ル
ー
ト
で
は

３
億
４
，
０
０
０
万
円
を
工
事

費
と
し
て
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

き
ち
ん
と
し
た
排
水
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答答

答

狭
あ
い
道
路
の
整
備
と
粗
毛
石

神
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問答
　
　

麻
生
地
区
に
多
く
見
ら
れ

る
緊
急
時
や
火
災
発
生
時
の
救

助
活
動
を
妨
げ
る
狭
あ
い
道
路

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
周
辺
の
排
水
処
理
の

緩
和
に
繋
が
る
都
市
計
画
道
路

粗
毛
石
神
線
の
進
捗
状
況
及
び

排
水
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

建
設
部
長　

　

生
活
道
路
と
し
て
狭
あ
い
道

路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
市
で

は
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
を
道
路
整

備
の
基
本
方
針
に
し
て
い
ま
す

が
、
待
避
所
な
ど
の
設
置
が
可

能
で
あ
れ
ば
考
え
て
行
き
ま
す
。

　

粗
毛
石
神
線
は
全
体
の
約

25
％
７
９
０
メ
ー
ト
ル
が
整
備

さ
れ
、
用
地
も
76
％
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
用
地
も
地
権
者
の
同

意
が
得
ら
れ
し
だ
い
事
業
を
進

め
ま
す
。

　

水
戸
神
栖
線
接
続
部
に
向

け
、
平
成
26
年
度
か
ら
２
年
間

で
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
完
成
を

予
定
し
、
そ
の
後
粗
毛
地
区
に

向
け
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
排
水
整
備
に
つ
い
て

は
地
区
に
被
害
が
無
い
よ
う
に

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

麻
生
地
区
の
一
部
は
都
市

計
画
法
に
よ
る
用
途
地
区
が
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は

地
域
の
発
展
・
活
性
を
阻
害
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

特
に
、
第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域
は
、
指
定
地
域
の
住
民

に
と
っ
て
は
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

　

用
途
指
定
の
意
味
・
意
義
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

　

用
途
地
域
の
指
定
の
意
義
は

用
途
地
域
の
指
定
に
つ
い
て

問答

本
市
の
将
来
像
を
踏
ま
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
相
応
し
た
規

制
と
誘
導
を
行
な
い
、
適
正
で

合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る
も

の
で
す
が
、
麻
生
地
区
の
用
途

指
定
地
域
に
つ
い
て
は
都
市
計

画
法
の
改
正
等
に
よ
り
過
去
に

見
直
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

建
設
部
長

　

用
途
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地

域
は
建
築
に
お
い
て
様
々
な
制

約
・
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
要
望
が
あ

れ
ば
変
更
は
可
能
で
す
。

　

変
更
に
は
、
県
と
の
協
議
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
住

民
の
要
望
を
見
据
え
な
が
ら
変

更
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答
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市
街
地
の
民
有
地
等
の
環

境
保
全
に
つ
い
て
伺
う
。

　

雑
草
が
枯
草
火
災
の
原
因
と

な
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は

道
路
に
せ
り
出
し
交
通
の
障
害

に
も
な
る
が
、
所
有
者
に
草
刈

を
義
務
づ
け
る
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

総
務
部
長

　

行
方
市
で
は
、
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
条
例
で
は
、
土

地
所
有
者
の
責
務
と
し
て
、
安

全
な
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
、
市
が
実
施
す
る
安
全
施
策

に
協
力
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

台
風
26
号
の
災
害
ゴ
ミ
が

空
き
家
の
環
境
保
全
に
つ

い
て

Ｑ  

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

Ａ  

９
施
設
が
指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理
・
運
営
さ
れ
、
指
定
管
理
料

の
支
出
額
は
合
計
１
億
６
，
０
８
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

い
ま
だ
に
田
園
や
水
路
に
放
置

さ
れ
て
い
る
が
行
政
か
ら
の
手

助
け
の
考
え
は
。

　
　

経
済
部
長　

　

国
の
災
害
査
定
を
受
け
ら
れ

る
被
害
箇
所
は
、
各
土
地
改
良

区
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
の
災
害
復
旧
事
業
に
該
当

し
な
い
被
害
箇
所
は
、
復
旧
に

要
す
る
費
用
の
見
積
も
り
額
等

を
精
査
し
、
土
地
改
良
区
へ
応

分
の
負
担
、
補
助
が
で
き
る
よ

う
、
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

問答

　
　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
す
る

た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問

問

答

　
　

大
和
第
三
小
学
校
跡
地
に

計
画
さ
れ
て
い
る
施
設
の
概
要

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長
公
室
長

　

サ
ツ
マ
イ
モ
加
工
販
売
会
社

及
び
、
一
部
関
係
事
業
所
が
設

置
運
営
す
る
工
場
及
び
観
光
交

流
施
設
で
す
。
工
場
は
、
校
舎

と
併
設
し
、
新
た
に
設
置
す
る

計
画
で
す
。

　

施
設
で
は
大
学
芋
や
冬
の
干

し
芋
、
夏
は
ド
ラ
イ
野
菜
を
中

心
に
生
産
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問答

と
も
に
、
経
費
の
削
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

行
方
市
の
指
定
管
理
施
設
数

と
指
定
管
理
料
の
総
額
は
。

　

ま
た
、
設
定
し
て
あ
る
支
出

限
度
額
は
ど
の
よ
う
に
決
定
し

て
い
る
か
。

　
　

市
長
公
室
長　

　

９
施
設
が
指
定
管
理
者
に
よ

り
管
理
運
営
さ
れ
、
そ
の
う
ち

８
施
設
は
行
方
市
開
発
公
社
が

受
託
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理

料
の
支
出
額
は
合
計
１
億
６
，

０
８
０
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
支
出
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
物
件
費
、
維
持
管
理
費
、

人
件
費
等
を
勘
案
し
て
所
管
課

で
決
め
て
い
ま
す
。

　
　

指
定
管
理
制
度
の
採
用
に

よ
る
成
果
・
効
果
と
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の

成
果
や
課
題
を
検
証
す
る
た

め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
実
地
調
査

等
を
も
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評

価
を
行
い
、
結
果
は
市
報
で
公

表
し
て
い
ま
す
。　

　

今
後
は
、
市
民
の
視
点
に

立
っ
た
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
施
設
の
運
営
が
出
来
る

よ
う
、
見
直
し
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問

答

　

ま
た
、
附
帯
す
る
観
光
交
流

施
設
の
商
業
棟
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
生
産
、
加
工
し
た
農

産
物
や
水
産
加
工
品
を
販
売
で

き
る
直
売
所
、
地
元
の
美
味
し

い
サ
ツ
マ
イ
モ
、
イ
チ
ゴ
の
２

大
農
産
物
を
ス
イ
ー
ツ
に
し
た

カ
フ
ェ
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
体
験
交
流
の
場

と
し
て
、
校
舎
を
生
か
し
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

郷
土
料
理
体
験
教
室
、
昭
和
の

時
代
の
小
学
校
教
室
空
間
の
創

出
等
の
設
置
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　
　

地
域
住
民
と
の
協
議
・
説

明
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長
公
室
長

　

平
成
25
年
４
月
に
な
め
が
た

し
ろ
は
と
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
白

浜
・
宇
崎
・
岡
の
３
地
区
の
住

民
対
象
に
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
に
な
め
が
た
し

ろ
は
と
フ
ァ
ー
ム
が
六
次
産
業

総
合
計
画
の
認
定
を
受
け
、
３

地
区
の
区
長
な
ど
に
事
業
計
画

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問答

答
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小林　　久 議員

　
　

企
業
誘
致
に
お
け
る
過
去

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長

　

近
年
、
市
有
地
に
企
業
が
誘

致
さ
れ
た
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
の
事
例
で
は
、
玉
造
地

区
の
立
花
中
学
校
や
現
原
中
学

校
の
跡
地
へ
の
誘
致
成
功
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　
　

現
在
に
あ
る
状
況
つ
い
て

伺
う
。

　
　

市
長
公
室
長　

　

地
元
企
業
と
し
て
誕
生
し
た

６
次
産
業
事
業
推
進
を
目
的
と

し
た
農
業
生
産
法
人
が
、
地
域

に
事
業
内
容
を
説
明
し
、
市
有

地
の
取
扱
い
や
工
場
建
設
等
の

課
題
に
つ
い
て
協
議
に
入
っ
た

市
有
地
へ
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て

Ｑ  

企
業
誘
致
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

Ａ  

雇
用
や
消
費
の
拡
大
等
の
た
め
の
企
業
誘
致
の
推
進
は
必
要
で
あ

り
、
誘
致
に
向
け
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
ま
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

　

学
校
跡
地
に
は
、
投
機
的
な

目
的
と
思
わ
れ
る
太
陽
光
発
電

施
設
整
備
を
希
望
す
る
企
業
や

福
祉
関
連
施
設
な
ど
か
ら
の
照

会
が
あ
り
ま
す
。

　
　

昨
年
６
月
12
日
か
ら
の
経

過
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長
公
室
長　

　

平
成
24
年
６
月
に
Ｊ
Ａ
と
㈱

白
ハ
ト
食
品
工
業
に
よ
る
市
議

会
議
員
へ
の
任
意
の
説
明
会
と

大
和
三
小
学
区
内
の
区
長
等
を

対
象
と
し
た
説
明
会
、
10
月
に

は
白
浜
・
宇
崎
・
岡
地
区
住
民

対
象
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
12
月
に
は
前
市
長
に
Ｊ

Ａ
及
び
㈱
白
ハ
ト
食
品
工
業
に

よ
る
連
名
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
大
和
三
小
と
太
田

小
を
加
え
た
計
画
内
容
で
、
農

業
生
産
法
人
㈱
な
め
が
た
し
ろ

問答

は
と
フ
ァ
ー
ム
が
設
立
さ
れ
、

行
方
お
い
も
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ビ

レ
ッ
ジ
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
に
、
旧
大
和

三
小
学
区
の
住
民
及
び
旧
太
田

小
学
区
の
４
団
体
代
表
に
対
す

る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
８
月

の
説
明
会
で
太
田
地
区
の
住
民

か
ら
反
対
の
声
が
あ
り
、
旧
大

和
三
小
を
中
心
に
し
た
計
画
づ

く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
県
か
ら
国
庫
補
助

金
等
の
活
用
施
策
に
つ
い
て
助

言
を
受
け
、
最
終
的
に
は
総
合

化
事
業
計
画
、
六
次
産
業
化
法

認
定
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
８

月
31
日
申
請
に
至
り
、
10
月
に

入
っ
て
２
日
間
の
外
部
審
査

を
経
て
、
10
月
31
日
に
承
認

を
受
け
、
11
月
５
日
に
事
業
補

助
金
等
を
申
請
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

　
　

法
人
に
土
地
を
売
る
約
束

を
し
た
日
付
は
。

　
　

市
長
公
室
長　

　

平
成
25
年
４
月
16
日
で
す
。

　
　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

市
長　

　

本
市
に
お
い
て
も
、
持
続
性

の
あ
る
町
づ
く
り
の
土
台
と
な

る
雇
用
や
消
費
の
拡
大
等
の
た

め
の
企
業
誘
致
策
の
推
進
は
必

要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
ま
す
。

　
　

市
長
公
室
長　

　

企
業
誘
致
は
地
域
住
民
の
雇

用
確
保
や
商
業
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
反
面
、
地
域
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
た
め
周
辺
住
民

の
意
見
や
適
切
な
活
用
手
法
の

検
討
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
誘
致
活
動
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

問答問答答

行
方
市
の
教
育
方
針
に
つ

い
て

　
　

市
内
の
中
学
校
教
育
の
考

え
方
と
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

主
な
方
針
は
、
新
た
な
教
育

理
念
を
踏
ま
え
た
生
き
る
力
の

育
成
、
知
識
・
技
能
の
習
得
と

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
、
豊
か
な
心
と
体
の
育
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
教
育
に
つ
い
て　

①

個
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
し
、

学
力
の
向
上
を
図
る
、
②
生
徒

指
導
や
人
権
教
育
の
充
実
と
豊

か
な
心
を
育
む
、
③
体
育
や
運

動
部
活
動
を
充
実
し
、
体
力
の

向
上
④
外
国
語
指
導
助
手
の
配

置
や
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の

実
施
等
を
通
し
て
、
国
際
理
解

教
育
の
推
進
を
図
る
、
⑤
子
供

が
社
会
的
に
職
業
的
に
自
立

し
、
社
会
の
中
で
自
分
の
役
割

を
果
し
な
が
ら
自
分
ら
し
い
生

き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
な
ど
に
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

答

問答

問
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委員会では、付託された議案等の審査や所管する事項の諸問題について調査を行っています。

委 員 会 レ ポ ー ト

群
馬
県
沼
田
市

　

沼
田
市
で
は
、
認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
16
年
度
か
ら
関
係

す
る
機
関
・
企
業
・
団
体
及
び
、
電
力
会
社
、

宅
配
業
者
、
郵
便
局
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
に
業
務

に
併
せ
た
見
守
り
と
所
在
不
明
時
の
情
報
提

供
を
依
頼
し
、
ま
た
、
捜
索
窓
口
で
あ
る
地

元
警
察
署
に
24
時
間
連
絡
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
模
擬
徘
徊
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、

実
際
の
情
報
伝
達
・
対
応
ま
で
の
時
間
や
課

題
に
つ
い
て
検
証
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

行
方
市
で
は
、
捜
索
に
防
災
無
線
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
高
齢
化
が
進
む

こ
と
を
考
え
る
と
組
織
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
や
、
認
知
症
に
対
す
る
啓
発
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

群
馬
県
太
田
市

　

太
田
市
で
は
、教
育
支
援
隊
事
業
と
し
て
、

個
別
に
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
す
る

き
め
細
や
か
な
指
導
の
た
め
の
市
独
自
施
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、平
成
10
年
度
に
開
始
さ
れ
、

小
学
校
の
国
語
・
算
数
、
中
学
校
の
国
語
・

数
学
・
英
語
に
お
け
る
20
人
以
下
の
少
人
数

ク
ラ
ス
編
成
や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ
り
学
力
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
以
降
は
、「
お
お
た
ん
教
育

支
援
隊
」
と
し
て
、
各
小
中
学
校
に
臨
時
職

員
１
名
を
配
置
し
、少
人
数
指
導
を
改
編
し
、

個
別
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
市
内
の
学
校

課
題
解
決
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
児
童
・
生
徒
の

基
礎
学
力
の
定
着
や
学
び
に
対
す
る
達
成
感

に
つ
な
が
り
、
保
護
者
か
ら
も
継
続
希
望
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
方
市
は
現
在
、
学
校
の
適
正
配
置
計
画

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
小
中
一
貫

教
育
を
試
行
し
て
内
容
が
検
証
さ
れ
れ
ば
、

少
人
数
指
導
と
人
員
増
も
検
討
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　行政視察
　　　　　の結果を報告します

先進地から学ぶ･･･

　行政視察
　　　　　の結果を報告します

群馬県沼田市役所

今回は教育厚生委員会が以下の日程で先進地の視察を行いました。
　視察期間　11 月 12 日 ～ 13 日
①認知症にやさしい地域づくりネットワーク事業
②教育支援隊事業

～被害を乗り越えるために～
台風26号被害復旧及び防災対策への
支援を求め県知事に意見書を提出

　行方市議会では、12 月 12 日に台風 26 号被害復旧
及び防災対策への支援を求める意見書の提出が可決
されました。
　風水害の現状を訴え、復旧への支援を求めるため
橋本 昌 茨城県知事に意見書を提出しました。

橋本県知事に意見書を提出
（平成 25年 12 月 26 日 茨城県庁）



No.34
行方市 議会だより議会だより15

議会トピックス

傍聴してみませんか？

次の定例会は　

平成26年２月27日（木）
から開催の予定です。
※　 市長所信表明・平成 26年度予算審議が
予定されています

第 1回定例会の一般質問の予定日です

平成 26年　３月　３日（月）
　　〃　　　３月　４日（火）

※ 日程は予定のため変更になることもござい
ます。

・議場は玉造庁舎にあります。 【傍聴席 44 席】
・会議当日、先着順に受付をします。（受付簿に住所・氏名・年齢を記入して下さい。）
・ 日程は、決定次第、市公式ホームページでご安内します。詳細については議会事務局にお問い合わ
せ下さい。

●議会日誌●
12月
３日　総務委員会
４日　教育厚生委員会
４～ 12 日　第４回定例会
９日　福島第一原子力発電所事故による放射性物質漏えい被害対策調査特別委員会
10 日　決算特別委員会　行方市台風 26 号災害対策調査特別委員会
12 日　議会運営委員会  広報委員会　行方市台風 26 号災害対策調査特別委員会
　　　東日本大震災における行方市災害対策調査特別委員会
　　　福島第一原子力発電所事故による放射性物質漏えい被害対策調査特別委員会
20 日　総務委員会　百里基地対策特別委員会
26 日　全員協議会

寄附行為は禁止されています
　公職選挙法では、政治家が選挙区内の人に寄附をしたり、
あいさつ状を出したりすることは、特定の場合を除いて一
切禁止されています。
　また、有権者が求めてもいけません。
　政治家の寄附禁止等に係る啓発運動「三ない運動」に市
民の皆さんのご理解をお願いします。

三ない運動の「ない」はこれ!!

　・贈らない

　・求めない

　・受け取らない
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより

●
年
末
の
、
こ
の
時
期
私
た
ち
の
地

域
で
は
、
消
防
団
が
、
防
火
・
防
犯

を
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
経
験
者
で
あ
り
、
多
少
、
贔

屓
目
に
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
有

難
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
身
近
で
も

物
騒
な
事
件
が
聞
か
れ
る
中
、
一
人

暮
ら
し
の
方
な
ど
に
は
、
心
強
い
存

在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
以
外
に
も
そ
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
半
面
、
近
頃
は
、
団
員
の
確

保
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
一
人
一
人
の
負
担
も
重
く
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
地

域
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
。

 

（
50
代
・
男
性
）

●
最
近
、
中
学
生
に
な
る
長
男
が
、

自
転
車
で
帰
宅
途
中
に
何
と
３
匹
の

イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
。
恐
怖
で
わ
ず
か

１
０
０
メ
ー
ト
ル
先
の
自
宅
ま
で
帰

る
こ
と
が
で
き
ず
、
友
達
の
お
母
さ

ん
に
車
で
送
っ
て
も
ら
う
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
実
は
、
私
自
身
も
イ

ノ
シ
シ
と
３
回
も
遭
遇
し
、
そ
の
都

度
、
市
役
所
に
相
談
し
ま
し
た
。
最

初
の
対
応
は
「
実
害
が
あ
っ
た
ら
、

又
連
絡
し
て
下
さ
い
」
と
の
事
で
し

た
。「
も
し
、
子
ど
も
達
が
登
下
校
中

に
被
害
に
あ
っ
た
ら
」
と
思
う
と
不

安
な
気
持
ち
で
す
。
最
近
は
昼
間
の

庭
先
な
ど
に
も
出
没
し
て
い
る
の
で
、

早
急
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
（
50
代
・
女
性
）

●
行
方
市
は
私
の
人
生
に
お
い
て
、

大
切
な
場
所
で
す
。

　

ま
ず
、
働
き
始
め
た
場
所
だ
か
ら

で
す
。
は
じ
め
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
私
を
、
地
域
や
職
場
の
方
が

温
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
は
結
婚
し
て
行
方

市
民
に
な
り
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
で
ワ

カ
サ
ギ
を
釣
っ
た
り
、
地
域
の
方
の

作
っ
た
野
菜
を
食
べ
た
り
、
地
産
地
消

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

行
方
市
は
、
私
に
と
っ
て
心
優
し

い
職
場
や
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
新

し
い
家
族
と
の
縁
を
与
え
て
く
れ
た

大
切
な
場
所
で
す
。 

 

（
20
代
・
女
性
）

●
中
学
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

自
転
車
で
通
学
し
て
い
て
交
通
量
が

多
い
場
所
や
歩
道
が
な
い
場
所
な
ど

が
あ
り
、
と
て
も
心
配
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
予
算

的
に
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
子
供
達
の
た
め
に
、
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
行
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
40
代
・
女
性
）

　

議
会
で
は
、
議
会
や
市
に
対
す
る

要
望
、
意
見
、
あ
る
い
は
「
議
会
だ

よ
り
」
を
読
ん
で
の
感
想
な
ど
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
議
会
事
務
局
ま
で
。

ちょっとひと言!!

市民の声
広報委員が市民の皆さんに、
行方市に寄せる思いをイン
タビューしました。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

行
方
市
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
正
月
を
迎
え

ら
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

　

安
倍
政
権
の
も
と
で
日
本
は
、
デ
フ
レ
脱

却
や
好
景
気
と
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
話
題

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
地
方
に
と
っ
て
は
、

消
費
税
ア
ッ
プ
に
よ
る
景
気
後
退
や
地
球
規

模
で
発
生
し
て
い
る
異
常
気
象
な
ど
、
心
配

な
部
分
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

昔
か
ら
「
終
り
良
け
れ
ば
す
べ
て
良
し
」

の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
今
年
の
ス
タ
ー
ト

に
勝
る
穏
や
か
な
年
末
が
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
問
題
を
乗
り
越

え
、
私
達
も
一
歩
一
歩
進
ん
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
行
方
市
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

一
番
大
切
な
の
は
、市
民
の
皆
さ
ん
声
で
す
。

ど
う
か
様
々
な
場
を
通
し
て
積
極
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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